
■在庫管理説明

１、在庫管理

　以下の評価方法に対応する。

（１）移動平均法

 取引毎に都度移動平均にて在庫金額を計算する。伝票訂正は自動赤黒処理による訂正が行われる。

指定月の在庫単価で在庫金額を計算する。

棚卸の評価方法は全店在庫単価と店別在庫単価の２通りに対応する。

月中の各店舗払出単価(売上)：下記の在庫単価

月中の各店舗払出単価(移動)：移動単価 ０であれば下記の在庫単価

月中の各店舗在庫単価：(前年繰越在庫金額～現在月在庫金額) ／ (前年繰越在庫数量～現在月在庫数量)　

※税抜単価、小数点以下四捨五入 上記の在庫数、在庫金額のいづれかが０以下の場合は定番原単価を適用する。

・各伝票の訂正について、仕入にしても売上にしても過去の直接訂正はできない。

　例えば訂正対象の売上の次に仕入があった場合、売上訂正数は次の仕入の平均単価へ影響する。

・決算終了後に各店舗の残高金額を全店在庫単価で正式評価する。

【特記事項】

①日々の受払合計の総平均と都度の移動平均の残高は一致する。

②全店舗合計の残高と各店舗の残高合計は一致する。

（２）月別総平均法

月〆タイミング毎に月別総平均法にて在庫金額を計算する。

月中の各店舗払出単価(売上)：定番原単価(マスタ原単価)

月中の各店舗払出単価(移動)：移動単価 ０であれば定番原単価(マスタ原単価)

月中の各店舗在庫単価：(前月全店繰越金額 + 当月全店仕入金額) / (前月全店繰越数 + 当月全店仕入数)

※税抜単価、小数点以下四捨五入 上記の在庫数 (前月全店繰越数 + 当月全店仕入数)が０以下の場合は定番原単価を適用する。

（３）最終原価法

月〆タイミング毎に最終仕入単価を決定して在庫金額を計算する。

月中の各店舗払出単価(売上)：定番原単価(マスタ原単価)

月中の各店舗払出単価(移動)：移動単価 ０であれば定番原単価(マスタ原単価)

月中の各店舗在庫単価：指定月の最終仕入原単価　※税抜単価

①指定月の仕入属性内、最終仕入日（伝票日、登録日時）の仕入単価を最終仕入単価とする。

②指定月に仕入が無い場合は以前の最終仕入単価を使用する。

③仕入が１件もない場合はマスタ原単価を使用する。

④仕入単価が０や仕入数が０以下のもの　や　期間限定の特別単価は無視する。

※ちなみに取得方法は　仕入年月の降順 TOP 1 でNullであればマスタ原単価

都度移動平均法 在庫評価は全店単価と店別単価の２通りに対応 

月別総平均法 月別総平均法で在庫評価 

最終原価法 最終仕入単価で在庫評価 

売価還元法 

個別原価法 ＪＡＮコード＋ロット番号(個別識別)で在庫評価 

売価還元法で在庫評価 

※帳簿残高算出不可の分類は、推定帳簿残計算式で算出 
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■在庫管理説明

（４）最終原価法(部門)

　　レストラン・ベーカリなどの材料・仕掛の原価棚卸で合算登録を行う。

　　ちなみに材料・仕掛品は出の登録を行わないので在庫管理はできない。

前期末の原価額の当期＋－ 棚卸原価

実地or帳簿原価／前月の原価率 実地or帳簿原価／前月の原価率

（５）売価還元法

売価還元は商品グループ(分類)の金額ベース管理を行う。特に数量管理を前提にしていない。

月中の各店舗払出単価(売上)：定番原単価、特売原単価

月中の各店舗払出単価(移動)：移動単価 ０であれば定番原単価

月中の各店舗在庫単価：定番売単価　※税抜単価

ＰＯＳのＰＬＵ単価（店舗別売単価）と異なる売単価で販売した場合は、システムで自動的に売価変更処理を行う。

（６）売価還元(帳簿残不可)

　　　生鮮３部門、仕入価格が相場で変動し、販売価格も連動して変動する。

　　　その為仕入時の売価が決まらない為に売価での在庫管理ができない。

　　（一定売価で在庫増やし、一定売価で減らすことができないので）

前期末の原価額の当期＋－ 棚卸売価×還元率

実地or帳簿原価／前月の原価率 棚卸売価

（７）個別原価法

ＪＡＮコード＋ロット番号で個別識別し棚卸評価を行う。

これはＰＯＳレジにてＪＡＮコードとロット番号の２段バーコードをスキャンできること

この個別原価法はシステム的にはＪＡＮコード・ロット番号単位での都度移動平均法になっている。ロット仕様:yymmdd99

２、業務の流れ
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1

1 商品振替伝票処理

2 返品再納伝票処理

返品再納実績一覧表

3 他勘定／廃棄等伝票処理

他勘定／廃棄等実績一覧表

他勘定／廃棄等照会

4 売変伝票処理

売変実績一覧表
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1 商品在庫照会

商品入出庫明細照会

店舗別商品在庫照会

商品在庫一覧表

商品在庫受払表

商品滞留一覧表

商品売切れ一覧表

商品異常在庫一覧表

分類在庫管理表

在庫管理／その他

業務機能階層
システム

備　考
システム機能 種類

各在庫関連伝票

商品振替登録 画面

返品再納登録 画面

帳票

他勘定登録 画面

帳票

画面

売変登録 画面

帳票

実績／管理帳票

帳票

データの保持期間に影響を受ける（標準設定は次の通り）
・月別在庫受払累積１４ヶ月
・日別在庫受払累積２か月

画面

帳票

実績／管理帳票 画面

画面

棚卸あり

棚卸なし 棚卸あり

帳票

帳票

帳票

帳票

実地と帳簿原価

実地と帳簿売価

実地と帳簿原価

実地と帳簿売価

棚卸なし
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▼

■各機能説明

・商品振替伝票処理

商品振替、ある商品を別な商品に振替える登録を行う。

・振替元／先で原価金額差異がある場合は確定できない。

（振替元／先で分類の仕入高が＋－される）

・振替元／先の商品登録件数は３０件まで

・売価還元部門であれば必要に応じて売変伝票を登録

・返品再納伝票処理

返品条件のある商品の売変及び値引き登録を行う。

・部門単品の登録は行えない。

返品再納実績一覧表

・売変伝票処理

値上／値下／値引の手書売変伝票を登録する。

売変実績一覧表
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▼

・他勘定／廃棄等伝票処理 他勘定／廃棄等照会

・他勘定／廃棄等実績一覧表

他勘定／廃棄等実績の一覧を出力する。

・商品入出庫明細照会

商品の入出庫明細を表示する。
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▼

・商品在庫照会

商品在庫の表示を行う。

・店舗別商品在庫照会

店舗別商品在庫の表示を行う。

・商品在庫一覧表
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▼

・商品売切れ一覧表

商品売切れ一覧の出力を行う。

・商品滞留一覧表

商品滞留の一覧を出力する。

・商品異常在庫一覧表 分類在庫管理表
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